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【発表内容】 

目的 

オリーブ果実に含まれるマスリン酸は, 抗酸化・抗炎症作用を有する. アスリートにおける疲労

および筋肉痛の抑制にもマスリン酸の抗酸化・抗炎症作用が有効である可能性があるが、アスリ

ートにおけるトレーニング期間中のマスリン酸摂取が主観的疲労および筋肉痛度に及ぼす影響

はこれまでに明らかにされていない。アスリートにおけるトレーニング期間中のマスリン酸摂取が

主観的疲労および筋肉痛度に及ぼす影響を検討することを目的とした。 

 

方法 

大学男子水球選手 12名を対象に，クロスオーバー法を用いて毎日の練習後にマスリン酸を含

むゼリー、またはプラセボゼリーをそれぞれ１週間摂取させた. 摂取期間中は Visual analogue 

scale (VAS) を用いて毎日の主観的疲労および筋肉痛度を評価した。 

 

結果 

摂取期間中の主観的疲労および筋肉痛度は, プラセボ条件と比較してマスリン酸条件におい

ていずれも低値を示した. さらに，摂取期間中の筋肉痛度の Area under the carveはプラセボ

条件と比較してマスリン酸条件で有意に低値を示した. 

 

 


